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量子技術のビジネス活用に向け、産学連携の実証実験を実施 

～カーシェアリング事業の実データを活用し、約 26 パーセントの効率改善を導出～ 

 

住友商事株式会社（以下、住友商事）と東北大学サイバーサイエンスセンターおよび情報科学研

究科（以下、東北大学）は共同で、量子技術のビジネスへの一層の活用に向けて、カーシェアリン

グ事業の実データを活用した実証実験（以下、本実証実験）を行いました。その結果、車両の効率

的な配置により約 26 パーセントの走行距離の効率改善が可能であり、量子技術がサービス事業

の改善に有用であることを示すことができました。 

 

量子技術は従来のコンピューターに比べて高速かつ複雑な条件情報の並列処理が可能で、事業

課題に対する効率的かつ速やかに解を導くことに繋がるとして、活用に期待が高まっています。住

友商事では量子技術による社会変革を目指して事業への応用を進めており、その一環として、量

子技術の研究を行う東北大学のチームと産学連携で、カーシェアリング事業の配車作業の最適化

に取り組んだものです。 

 

カーシェアリング事業では、充電や利用状況が異なる複数の車両を回収し、利用の多い地域を優

先した再配置とユーザーのサービス利用の維持を両立する必要があります。しかし、車両の配置

作業は作業員が数人単位で取り組むため、車両と人員の効率的な運用が課題でした。車両の状

況やサービス利用状況、作業員の状況といった多様な要素がある中、住友商事は、本実証実験に

おいて、乗り捨て型の EV カーシェアリング事業で得たデータ（一日に各車両がたどった経路情報

や時間、駐車場の位置、EV 充電器の位置情報）を提供し、量子技術を用いた最適な配車作業の

ルートを導くことに取り組みました。その過程では、住友商事社内の量子技術の専門チームが、事

業で培った知見に基づいて、東北大学が量子技術を用いて分析する際の計算式の構築の支援も

行っています。本実証実験の結果、走行距離を約 26 パーセント低減することを実現し、量子技術

がサービス事業の改善に有用であることを確認することができました。 

 

住友商事はモビリティのバリューチェーンに対し、各種の事業を担っています。さらなる豊かな社会

の実現に向けて量子技術を活用した迅速かつ効率的な手法を用いて、時間やエネルギーといっ

たリソースの最適な活用に取り組んでおり、本実証実験で得られた結果をそれらに生かしてまいり

ます。 



 

 

■量子技術とは（動画） 

Quantum transformation : What is Quantum Computer? - YouTube 

 

■住友商事における量子技術の活用について 

住友商事は、量子技術による社会変革を目指し、さまざまな取り組みを進めています。2020

年 6月には、通販物流事業を行うグループ会社の株式会社ベルメゾンロジスコにて、量子コ

ンピューティングを用いた人材配置最適化実証を行いました。また、2021 年には Quantum 

Transformation の推進を目指す専門プロジェクト（QXプロジェクト）で空飛ぶクルマの行

き交う未来社会を見据えた三次元交通管制システムへ量子コンピューティングを活用する

世界初の試みを実施しました。さらに、グローバル CVC（コーポレート・ベンチャー・キャ

ピタル）の豊富なネットワークを通じて量子技術の社会実装、産業利活用に役立つ優れた技

術を見出し、国内外の産官学のパートナーとともに量子コンピューティング領域の社会実

装を推進しています。 

QX プロジェクト WEB サイト：https://www.quantumtransformation.world 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=aUtDhs7L8lc&t=9s
https://www.quantumtransformation.world/

